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れば実用化が一層可能になる。筆者も西洋写本の画像データを文字データに
変換する試みをしているが、G. Chaucer の The Canterbury Tales の 80 写
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図 1．Crowley (1550) William Langland, Piers Plowman. I, 56-88, fol. 5v. 
Ⓒ Senshu University Library 
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 Piers Plowman の 1550 年版の校訂本の文字フォントも文字認識上困難な
問題を抱えている。文字フォントの変位の幅が見られることと印刷状態が濃
い場合と薄い場合がある。図 2 と図 3 は小文字 n と大文字 A についての調査
結果を示した。 
 1550 年当時の文字フォントは同一の書籍に多種類使用されていたことが
分かる。そのため、図 4 に示すように、t と e の文字を対象に研究し、高い
相関関係のものを同じ文字とし、低いものを異なる文字とした。一番目と四
番目の t は相関関係がそれぞれ 0.917 と 0.870、二番目、三番目、五番目の e
は相関関係がそれぞれ 0.848, 0.832, 0.830 であった。しかし、六番目の gy




















図 4．t と e の相関係数 3 
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 実験では t と e の輪郭マッチングを行い、図 5 と図 6 に示すようにそれぞ









 図 6．“e”と“t”の固有変形成分 5 
 










 図 7．合字活字の例 6 図 8．省略のための特殊な表現 7 
 
II. 初期印刷本『農夫ピアズ』（Crowley 1550）の「単語単位」の認識 
 
 初期印刷本『農夫ピアズ』（1550）のための「単語単位認識プログラム」
を開発し、文字数が 5 文字程度までの Truth などの語彙を中心にプログラム
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図 9．Crowley, ed. (1550) William Langland, Piers Plowman 
 
「文字単位」分析では wen_de, tro_weth, he_m のように前半の文字列と後半の
文字列が分離して認識される可能性がある。しかし、「単語単位」分析では容












図 10．Crowley, ed. (1550) William Langland, Piers Plowman における省略表記 
 










（-）」が n を指すか m を指すかが「単
語単位」分析では問題にならず、有望な分析であることが判る。従来の「文
字単位」分析では分離した þ とｔ、þ と e のような単語を「文字や分離・省略
単語」として認識することは困難である。 
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図 11．専修大学図書館所蔵 MS 1 Polychronicon, fol. 16v.（部分） 
Ⓒ 専修大学図書館 
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 本稿は比較的保存状態が良好で、規則的に写字された専修大学図書館写本
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次の表に示すように、alwey は初出 5 例のうち 3 例が正解で 60%、boþe は初
出6例のうち6例が正解で100%、erþeは初出20例のうち正解が18例（90%）、



























MS 1 Polychronicon 
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解で 100%、londe は初出 20 例のうち 20 例が正解で 100%、name は初出 5
例のうち 5 例が正解で 100%、out は初出 20 例のうち 13 例が正解で 65%、
put は 7 例のうち 6 例が正解で 86%、sone は 6 例のうち 5 例が正解で 83%、
þe は 20 例のうち正解が 20 で 100%だった。さらに、of, þat は正解が 20 例
で 100%を示している。そのほか、Engelond, þousand, hundred のような 7～8
の文字から成る単語も認識率が高く 100%であった。しかし、william, abrah(a)m, 
passiou(n)は 10%～30%の認識率に終わっている。また、ラテン語のように赤
で記されている libro は 10%程度の認識率であり、書かれた文字の色も今後の
課題である。 
今後、最高頻度語彙 and, þe, to, þat, of, for, I, inや高頻度語彙 a, he, is, it, as, his, 








p(er)sonage, neu(er)e, L. no(m)i(n)e, p(re)st, L. sup(er), L. man(us), þ(a)t, L. h(ab)eo, 









実験では、þ(a)t, oþ(er), w(i)t(h), he(m), man(er), sp(r)ing, p(ar)adis, dep(ar)ted, 
breþ(er)en について調査した。 
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þ(a)t は初出 20 例のうち 20 例認識され、認識率は 100%だった。oþ(er)は
20 例で 100%、w(i)t(h)は 20 例で 100%、he(m)は 11 例で 55%、man(er)は 13
例で 65%、sp(r)ing は 16 例で 80%、p(ar)adis は 20 例で 100%、dep(ar)ted は















研究が可能になるだろう。The Canterbury Tales 写本は約 80 点存在するが、




































写真 1．Lichfield Cathedral 
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写真3．The Canterbury Tales写本の撮影風景 Alnwick Castle, Northern England 
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図 16．The Canterbury Tales, Lichfield MS 2, fol. 2r（部分） 
Ⓒ Lichfield Cathedral 
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専修大学図書館の Polychronicon 写本の「辞書」から Lichfield Cathedral
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king:  ＝＞ 
 
 Senshu Polychronicon Lichfield The Canterbury Tales 
boke:  ＝＞ 
 
 
lady:  ＝＞ 
 
 
þ(a)t:  ＝＞ 
 
 






ば、専修写本 MS 1 の king, boke, lady は Lichfield 写本の文字フォントに変換
される。さらに、前者の þ(a)t, þe は後者の that, the として「単語画像」が作
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成される。今後、The Canterbury Tales 80 写本や Piers Plowman 70 写本
の転写作業に適用されれば、効率のよい成果が期待される。  
   
VII. 頻度表を活用した「単語単位」認識プログラム 
 




高める。and, that, the, of は頻度が 5,000 を超えている。また、any, time など


















図 19．The Canterbury Tales の語彙の頻度表（部分） 
Oizumi ed. A Complete Concordance to the works of Geoffrey Chaucer, vol.3. 
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 Polychronicon 写本の校訂本は Babington-Lumby (1865-86)全 9 巻と
Waldron (2004) Book VI のみがあり、転写テキストは Seeger (1975)による
Huntington 写本 MS. 28561 だけである。本研究は「単語単位」認識プログ
ラムを専修大学写本に適用して充分な精度が得られることを示した。さらに、
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